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本カタログに関する注意事項

１.  本誌に掲載されている定格総荷重表やその他すべてのデータは商品説明用の数値であり予告なく変更されることがあります。
     作業計画の際には必ずクレーン車に搭載された操作説明書と定格総荷重表を参照してください。
２.  定格総荷重はフックブロック、玉掛けワイヤー等の自重を含みます。
３.  また、下記の条件が考慮されていませんのでクレーンの操作には十分ご注意ください。
     ①地盤の強度、地震による影響
     ②作業速度に応じた動荷重および台風または強風による影響など
４.  定格総荷重表は風速9m/s以下を基準に算出されています。風速がその値を超えることが予想される場合、クレーン車に搭載された
     定格総荷重表を必ず参照してください。
５.  作業半径はクレーンの旋回中心から荷重の重心までの水平距離です。
６.  メインブームの定格総荷重は折りたたみジブを取り外した状態の値です。
７.  定格総荷重が239.3tを超える場合は、特殊吊り装置が必要です。


